
らしの情報く
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報
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平
成
29
・
30
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請

　

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品

そ
の
他
業
務
の
入
札
に
参
加
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
入
札
参
加
資
格
申
請

を
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
請
要
領
に
従
っ
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
要
領
や
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
情
報
」
↓

「
入
札
・
契
約
情
報
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
請
期
間

　

２
／
１
（水）
～
28�

（火）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
監
理
管
財
係

℡
23
‐
１
１
２
０

計画名 募集期間 閲覧場所 提出方法 提出先・問い合わせ

第２次長門市観光
基本計画（案）

1/4（水）
～ 31（火）

本庁３階情報閲覧コー
ナー、観光課、各支
所、各出張所、市ホー
ムページ

閲覧場所に備え付け、
または市ホームページ
に掲載の専用用紙に
必要事項を記入のう
え、持参または郵送、
ファックス、メールで
提出

〒759-4192　長門市東深川1339番地2
長門市経済観光部観光課
TEL�23-1137　FAX�22-6487
MAIL��kanko@city.nagato.lg.jp

第２期長門市教育
振興基本計画（案）

本庁３階情報閲覧コー
ナー、教育委員会、各
支所、各出張所、市
ホームページ

〒759-4101　長門市東深川2660番地4
長門市教育委員会教育総務課
TEL�23-1257　FAX�22-3564
MAIL��kyoi.somu@city.nagato.lg.jp

パブリックコメント募集中 市では、市民の皆さんの意見を各種計画に反映するため、
次のとおりパブリックコメントを募集します。

障
害
福
祉
相
談
員

︵
嘱
託
職
員
︶募
集

　

市
で
は
、
障
害
福
祉
関
係
を
中
心

と
し
た
技
術
支
援
を
担
当
す
る
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
主
な
担
当
業
務

�

・
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査

�

・
障
害
福
祉
に
係
る
相
談
対
応
お
よ

　

び
調
整　

ほ
か

■�

募
集
人
数　

若
干
名

■
対
象

　

保
健
師
、心
理
士
、社
会
福
祉
士
、

　

看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者

■
採
用
予
定　

４
／
１
（土）

■
申
込
か
ら
採
用
ま
で

　

電
話
で
申
込
を
受
け
付
け
た
後
、

　

面
接
を
行
い
ま
す
。
履
歴
書
・
資

　

格
免
状
の
写
し
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い

■
申
込
期
限　

２
／
28�

（火）

■�

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

平
成
28
年
県
選
奨

産
業
功
労

株
式
会
社
ニ
シ
エ
フ

品
質
管
理
部
長

  

山
根 

和
之 

さ
ん

56
歳
（
仙
崎
大
日
比
）

産
業
功
労

元
山
口
県
指
導
農
業
士

  

宮
本 

辰
美 

さ
ん

80
歳
（
仙
崎
青
海
）

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

長
門
郷
土
文
化
研
究
会

（
会
長 

藤
井
文
則
さ
ん
）

　ラグビーワールドカップ 2019 日本大会の「プール組分け抽
選会」が、５月 10 日に京都迎賓館（京都市）で開催されるこ
とが発表されました。
　プール組分け抽選会は、大会に出場する 20 チームを４つの
プール組に分ける抽選会です。１つのプールに５チームが割
り当てられ、プール内総当たりで戦い、各プールの上位２チー
ムが決勝トーナメントへとコマを進めます。
　2015 年大会で各プール３位以内の 12 チーム（日本、ニュー
ジーランド、イングランド、オーストラリア、南アフリカ、
アルゼンチン、ウェールズ、スコットランド、アイルランド、
フランス、ジョージア、イタリア）が日本大会への出場を決
めています。なお、残りの８チームは、各地域の予選やプレー
オフを経て 2018 年 11 月までに決定されます。

■問い合わせ
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡ 23-1196

第９回「Road To RUGBY WORLD CUP 2019 TEAM CAMP」
～チームキャンプ地誘致に向けて～

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ

５
歳
児
す
こ
や
か
相
談
会

　

市
内
在
住
の
５
歳
児
（
年
中
児
）

を
対
象
と
し
た
発
達
相
談
を
行
い
ま

す
。

■
日
時　

２
／
２�

（木）
、
９
（木）

13
：
00
～
16
：
00

■�

場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■�

対
象　

年
中
児
お
よ
び
保
護
者

■
内
容　

小
児
科
医
、臨
床
心
理
士
、

　

言
語
聴
覚
士
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
、

　

適
切
な
支
援
を
ア
ド
バ
イ
ス

■
申
込
方
法　

幼
稚
園
・
保
育
園
を

　

通
じ
て
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
指
導
係

℡
23
‐
１
２
５
８

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
28
年
度

重
度
障
害
者
福
祉
手
当

■�

申
請
受
付
期
間

１
／
４
（水）
～
３
／
31�

（金）

■
申
請
受
付
場
所

　

福
祉
課
福
祉
係
、
三
隅
支
所
、
日

　

置
支
所
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
、
各
出
張
所

■�

対
象
者

 

○
障
害
児
︵
満
20
歳
未
満
︶

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
人

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１

　

～
３
級
の
人

○
重
度
障
害
者
︵
満
20
歳
以
上
︶

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人

・
療
育
手
帳
Ａ
の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
～
３
級
で
、

　

療
育
手
帳
Ｂ
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
２
～
３
級
の
人

○
そ
の
他
障
害
者
︵
満
20
歳
以
上
︶

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
～
３
級
の
人

・
療
育
手
帳
Ｂ
の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
～

　

３
級
の
人

■�

受
給
資
格

　

平
成
29
年
３
月
１
日
に
長
門
市
の

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
保
護
者
（
親
権
者
・
配
偶
者
・

　

成
年
後
見
人
・
保
佐
人
）

※
重
度
障
害
者
・
そ
の
他
障
害
者
に

　

あ
っ
て
は
、
障
害
者
本
人
が
平
成

　

28
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世

　

帯
に
属
し
、
平
成
29
年
３
月
１
日

　

に
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
ま
た
は

　

３
ヵ
月
以
上
の
入
院
を
し
て
い
な

　

い
こ
と

■
提
出
書
類
︵
障
害
者
と
同
一
世
帯

　

に
保
護
者
が
い
る
場
合
︶

　

障
害
者
手
帳
、
認
印
（
保
護
者
）、

　

振
込
先
口
座
の
通
帳
（
保
護
者
）

※
障
害
者
単
身
世
帯
は
、
振
込
先
口

　

座
の
通
帳
は
本
人
の
も
の
で
可

■�

手
当
の
額︵
資
格
認
定
後
に
支
給
︶

・
障
害
児

　
　

年
額　

３
０
、
０
０
０
円
／
人

・
重
度
障
害
者

　
　

年
額　

１
５
、
０
０
０
円
／
人

・
そ
の
他
障
害
者

　
　

年
額　
　

５
、
０
０
０
円
／
人

■�

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
３

長
門
市
職
員
採
用
試
験

受
験
者
募
集

■
受
験
案
内
配
布
・
受
付
期
間

　

１
／
19�

（木）
ま
で
８
：
30
～
17
：
15

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

（
12
／
29
～
１
／
３
）を
除
く

■
職
種
／
採
用
予
定
人
員
／
資
格

○
学
芸
員︵
香
月
泰
男
美
術
館
勤
務
︶

／
１
人

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
美
術
館
の
実
務
経
験

　

ま
た
は
美
術
お
よ
び
芸
術
文
化
に

　

関
す
る
事
業
計
画
、
運
営
、
編
集
、

　

デ
ザ
イ
ン
、
出
版
に
係
る
実
務
経

　

験
を
３
年
以
上
有
し
学
芸
員
資
格

　

を
有
す
る
も
の

■
試
験
方
法

○
１
次
選
考　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

　

に
よ
る
選
考

○
面
接
試
験　

２
月
中
旬
（
予
定
）

　

口
述
試
験
（
個
別
面
接
）

※
面
接
試
験
の
詳
細
は
１
次
選
考
の

　

結
果
と
併
せ
て
通
知
し
ま
す

■
合
格
発
表

�

・
１
次
選
考
合
格
者　

１
月
下
旬

�

・
面
接
試
験
合
格
者　

２
月
下
旬

※
文
書
で
全
員
に
通
知
し
ま
す

■
受
験
申
込
書

�

・
本
庁
総
務
課
、
本
庁
受
付
窓
口
、

　

各
支
所
、
出
張
所
で
配
布
し
ま
す

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

�

・
郵
便
で
受
験
申
込
書
な
ど
を
請
求

　

す
る
場
合
は
、
120
円
分
の
切
手
を

　

貼
り
郵
送
先
を
記
入
し
た
Ａ
４
の

　

紙
が
入
る
封
筒
（
角
２
）
を
同
封

　

の
う
え
、
総
務
課
人
事
係
に
封
書

　

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
係

℡
23
‐
１
１
１
４
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み
す
ゞ
児
童
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
28
年
度
「
み
す
ゞ
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
作
品
の
表

彰
式
が
11
月
25
日
（金）
、
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、市
内
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、金
子
み
す
ゞ

の
詩
を
読
ん
で
の
感
想
文
・
感
想
画
、
自
由
詩
を
募
集
し
た
も
の
で
、

３
部
門
で
計
318
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
感
想
文
の
部
》

○
大
賞

　

吉
津
百
花（
深
川
小
学
校
６
年
）

○
最
優
秀
賞

　

森
田　

純（
向
陽
小
学
校
４
年
）

　

柏
谷
美
月（
神
田
小
学
校
５
年
）

《
感
想
画
の
部
》

○
大
賞

　

俵
谷
美
花（
深
川
小
学
校
５
年
）

○
最
優
秀
賞

　

立
野
結
月（
仙
崎
小
学
校
４
年
）

　

津
谷
七
海（
深
川
小
学
校
６
年
）

《
自
由
詩
の
部
》

○
大
賞

　

藤
井
佑
星
（
通
小
学
校
２
年
）

○
最
優
秀
賞

　

五
嶋
有
希（
浅
田
小
学
校
１
年
）

　

松
﨑
幸
弘（
日
置
小
学
校
３
年
）

　

市
で
は
長
門
市
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
市
政
の
発
展
、
公
益
の
増

進
に
関
し
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

個
人
・
団
体
を
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
個
人
12
人
、

４
団
体
が
受
賞
し
、
11
月
21
日
（月）

に
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

自
治
功
労

◎�

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

　

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

五
嶋　

毅
（
仙
崎
洲
崎
町
区
）

　

新
本　

操（
油
谷
向
津
具
下
大
浦
東
）

　

山
本
松
雄（
西
深
川
上
川
西
１
区
）

社
会
活
動
功
労

◎�

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

今
津
和
夫（
油
谷
向
津
具
下
大
浦
西
）

　

長
谷
川
達
也（
西
深
川
板
持
４
区
）

◎
多
年
社
会
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

絵
本
を
楽
し
む
会

教
育
功
労

◎�

多
年
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に

尽
く
さ
れ
た
功
績

　

伊
藤
明
生
（
東
深
川
藤
中
区
）

◎�

多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
衛

生
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

村
岡
捷
熙
（
日
置
上
古
市
新
町
）

◎�

多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
衛

生
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

殖
木
雅
文
（
仙
崎
幸
町
区
）

保
健
衛
生
功
労

◎
多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

　

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

宮
尾
雅
之
（
仙
崎
本
町
区
）

◎
医
師
と
し
て
地
域
住
民
の
医
療
の

　

確
保
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

戸
嶋
良
博（
油
谷
向
津
具
下
久
津
）

◎
多
年
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

　

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に
尽
く

　

さ
れ
た
功
績

　

廣
田
純
子（
油
谷
向
津
具
下
南
方
）

◎
多
年
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
母

　

子
保
健
事
業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ

　

た
功
績

　

光
田
留
里
子（
油
谷
角
山
大
川
尻
）

産
業
振
興
功
労

◎�
農
産
物
加
工
品
の
製
造
販
売
に
よ

る
地
産
地
消
の
推
進
お
よ
び
地
域

振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

俵
山
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
企
業

　

組
合

◎
長
門
市
の
文
化
、
観
光
啓
発
な
ら

　

び
に
ま
ち
の
活
性
化
に
尽
く
さ
れ

　

た
功
績

　

な
が
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

◎�

漁
業
指
導
な
ど
に
よ
る
後
継
者
育

成
お
よ
び
通
地
域
の
活
性
化
に
尽

く
さ
れ
た
功
績

　

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
通
支
店
青

　

壮
年
部
橘
会

平
成
28
年
度 

長
門
市
表
彰

　

末
松
快
理
（
深
川
小
学
校
４
年
）

　

俵
谷
美
花
（
深
川
小
学
校
５
年
）

　

河
村
優
月
（
浅
田
小
学
校
６
年
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

物
資
納
入
業
者
募
集

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
食
材
の
納
入
業
者
を
登
録
業
者

の
中
か
ら
決
め
て
お
り
、
次
の
と
お

り
登
録
希
望
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
登
録
申
請
要
件

・
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特

　

に
認
め
る
場
合
を
除
く

・
食
品
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
諸
規

　

定
を
順
守
し
て
い
る
こ
と

・
発
注
す
る
食
材
の
品
質
、
規
格
お

　

よ
び
数
量
を
確
保
で
き
、
指
示
す

　

る
日
時
お
よ
び
場
所
に
確
実
に
納

　

入
で
き
る
こ
と

■
提
出
書
類

・
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

　

申
請
書

・
身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

（
完
納
証
明
書
）

・
営
業
に
必
要
な
許
可
証
の
写
し

・
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

※
個
人
の
場
合
は
、
損
益
計
算
書
ま

　

た
は
収
支
内
訳
書

※
法
人
の
場
合
は
、
貸
借
対
照
表
お

　

よ
び
損
益
計
算
書

■
申
請
で
き
な
い
人

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条
の
４

　

に
該
当
す
る
人

・
営
業
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
許

　

可
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

■
受
付
期
間　

２
／
１
（水）
～
17�

（金）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

■
受
付
時
間　

８
：
30
～
17
：
00

■
受
付
場
所

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
東

　

深
川
２
３
６
６
番
地
２
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

■
有
効
期
間

　

４
／
１�
（土）
～
平
成
30
年
３
／
31�

（土）

■
審
査
結
果　

３
月
上
旬
に
通
知

■�

問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
　

℡
23
‐
１
３
３
３

長
門
市
消
防
出
初
式

■�

日
時　

１
／
８�

（日）　

９
：
00
～

■�

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■�

内
容　

・
式
典　
　
　
　
　

９
：
00
～

・
観
閲
行
進　
　
　

10
：
20
～

・
人
員
機
材
点
検　

10
：
50
～

・
一
斉
放
水　
　
　

11
：
10
～

※
時
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■�

問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

℡
22
‐
０
６
４
８

整
骨
院
・
接
骨
院
で
の

健
康
保
険
適
用
条
件

　

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

に
よ
る
施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
健

康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
、
使
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
を
使
用
し
て
施
術
可

　

医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
急
性
ま

　

た
は
亜
急
性
（
急
性
に
次
ぐ
）
の

　

外
傷
性
の
原
因
に
よ
る
骨
折
や
脱

　

臼
、
打
撲
、
ね
ん
ざ
な
ど
（
い
わ

　

ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含
む
）
と
診
断

　

さ
れ
て
、
施
術
を
受
け
た
と
き

※
骨
折
、
脱
臼
は
応
急
手
当
の
場
合

　

を
除
き
、
医
師
の
同
意
が
必
要

×
健
康
保
険
を
使
用
し
て
施
術
不
可

�

・
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要

　

因
に
よ
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

�

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や

　

症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期

　

の
施
術

�

・
病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
負
傷

　

な
ど
を
治
療
中
の
も
の

�

・
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕
事
中

　

や
通
勤
途
上
で
の
負
傷

※
領
収
書
は
必
ず
受
け
取
り
、
後
日

　

医
療
費
通
知
の
金
額
、
日
数
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う

※
健
康
保
険
の
療
養
費
は
、
加
入
者

　

の
保
険
料
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
ま

　

す
。
医
療
費
適
正
化
の
た
め
に
正

　

し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う

■�

問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
医
療
給
付
係

℡
23
‐
１
１
２
９

就
学
指
定
校

変
更
の
申
し
立
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
住
所
に
よ
り

入
学
す
る
小
・
中
学
校
を
指
定
し
て

い
ま
す
が
、「
家
庭
の
事
情
」「
登
下

校
の
安
全
」「
教
育
的
配
慮
」「
部
活

動
」な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

就
学
指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て
申
し

立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

受
付
期
間　

１
／
16�

（月）
～
31�

（火）

※
期
限
を
過
ぎ
た
後
に
変
更
を
申
し

　

立
て
た
い
理
由
が
生
じ
た
場
合
に

　

は
、
そ
の
時
点
で
学
事
係
ま
で
相

　

談
し
て
く
だ
さ
い

■�

申
立
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
事
係

℡
23
‐
１
２
５
８

歴
史
民
俗
資
料
室
企
画
展

萩
焼
長
門
深
川
古
窯
と
長
門
の
古
墳

〜
発
掘
品
が
伝
え
る
歴
史
と
技
〜

■
会
期　

１
／
11�

（水）
～
２
／
28�

（火）

９
：
00
～
17
：
00

※
期
間
中
は
土
・
日
・
祝
日
開
館

■�

場
所　

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

（
長
門
市
教
育
委
員
会
１
階
）

■
内
容　

長
門
深
川
古
窯
発
掘
調
査

　

で
出
土
し
た
萩
焼
と
長
門
の
古
墳

　

か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
を
展
示

■
入
場
料　

無
料

■�

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

文
化
財
保
護
室

℡
23
‐
１
２
６
４

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り

■
日
時　

１
／
20�

（金）９
：
30
～
11
：
30

■
集
合
場
所　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
日
置
コ
ー

　

ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
約
１
時
間
）

■
持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
ノ
ー
ト（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　

希
望
す
る
人
は
ポ
ー
ル
を
持
参

（
10
組
分
貸
し
出
し
有
り
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

１
／
17�

（火）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
37
‐
２
１
９
３
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長
門
市
民
駅
伝
大
会

交
通
規
制
に
協
力
を

　
「
長
門
市
民
駅
伝
大
会
」
が
、
１

月
29
日
（日）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
応
援
者
な
ど
の
車
で
道
路

が
渋
滞
し
、
選
手
の
走
路
妨
害
と
と

も
に
交
通
事
故
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
駅
伝
コ
ー
ス
に
あ
た

る
道
路
で
は
、
選
手
が
通
過
す
る
ま

で
の
間
、
車
両
な
ど
の
通
行
を
制
限

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
警
備

役
員
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
コ
ー
ス
、
選
手
の
通
過
予
定
時

間
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
会

が
安
全
に
進
行
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
体
育
協
会

℡
22
‐
３
５
４
０

11：00

11：00

11：00 11：14 11：24 11：33 11：45 11：55 12：09

11：00 11：06 11：12 11：18 11：23 11：30 11：38
八坂神社前スタート

通大湊交差点スタート

立正佼成会

長門市民駅伝大会コース
■日時　１／ 29（日）11：00 ～ 12：45
■区間　通大湊交差点�～�長門市役所

ふ
る
さ
と
山
口

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

平
成
30
年
以
降
に
大
学
な
ど
を
卒

業
予
定
の
学
生
（
大
学
の
場
合
１
～

３
年
）
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
／
13�

（金）11
：
30
～
16
：
00

■
場
所　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
内
容　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員

  
吉
村 

彦
士 

さ
ん

70
歳
（
俵
山
湯
町
区
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

栄
養
関
係
功
労

︵
食
生
活
改
善
事
業
功
労
︶

民
生
委
員
・
児
童
委
員

食
生
活
改
善
推
進
員

  

岡
﨑 

晁
子 

さ
ん

72
歳
（
日
置
上
古
市
下
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

保
健
・
福
祉
の
各
分
野
に
お
い

て
、
長
年
そ
の
活
動
に
尽
力
し
、

活
躍
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
４
人

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

更
生
保
護
功
労

保
護
司

  

大　
 

眞
知
子 

さ
ん

76
歳
（
油
谷
伊
上
）

︽
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
︾

︽
法
務
大
臣
表
彰
︾

　

平
成
11
年
か
ら
保
護
司
と
し
て

地
域
の
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
保
護
司
会
副

会
長
と
し
て
活
躍
し
た
功
績
に
よ

り
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

澤
峠

３
月
12
日
か
ら

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

①
準
中
型
免
許
の
新
設

　

新
設
さ
れ
る
準
中
型
免
許
で
は
、

車
両
総
重
量
７
．
５
ト
ン
未
満
（
最

大
積
載
量
４
．
５
ト
ン
未
満
）
の
自

動
車
を
運
転
で
き
ま
す
（
普
通
自
動

車
の
運
転
も
可
）。
18
歳
か
ら
普
通

免
許
な
し
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

普
通
免
許
で
運
転
で
き
る
自
動
車

は
車
両
総
重
量
３
．５
ト
ン
未
満（
最

大
積
載
量
２
ト
ン
未
満
）
で
す
。
す

で
に
普
通
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
車
両
総
重
量
５
ト
ン

未
満
の
自
動
車
を
運
転
で
き
ま
す
。

②
高
齢
運
転
者
対
策

�

・
臨
時
認
知
機
能
検
査

　

こ
れ
ま
で
75
歳
以
上
の
運
転
者
が

　

免
許
証
の
更
新
時
の
み
受
け
て
い

　

た
検
査
を
、
認
知
機
能
の
低
下
が

　

原
因
で
起
こ
り
や
す
い
違
反
を
し

　

た
人
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す

�

・
臨
時
高
齢
者
講
習

　

臨
時
認
知
機
能
検
査
を
受
け
、
認

　

知
機
能
の
低
下
が
運
転
に
影
響
す

　

る
と
判
断
さ
れ
た
人
は
講
習
を
受

　

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

�

・
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

　

認
知
機
能
検
査
で
認
知
症
の
恐
れ

　

が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
適

　

性
検
査
を
受
け
る
か
、
主
治
医
な

　

ど
の
診
断
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん

※
医
師
の
診
断
の
結
果
、
認
知
症
と

　

診
断
さ
れ
た
場
合
は
運
転
免
許
の

　

取
消
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま
す

�

・
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

　

認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て

　

受
け
る
講
習
の
内
容
な
ど
が
変
わ

　

り
ま
す
。
75
歳
未
満
の
人
や
、
75

　

歳
以
上
で
検
査
の
結
果
、
認
知
機

　

能
の
低
下
の
恐
れ
が
な
い
と
判
定

　

さ
れ
た
人
は
、
通
常
３
時
間
の
講

　

習
が
２
時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
す

※
認
知
機
能
検
査
と
高
齢
者
講
習
は

　

原
則
と
し
て
別
の
日
に
受
け
る
よ

　

う
に
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
９
０
０

﹁
適
職
診
断
﹂を
実
施
中

■�

日
時　

１
／
25�

（水）
、
２
／
22�

（水）

　

13
：
00
～
、
13
：
30
～

　

14
：
00
～
、
14
：
30
～

　

15
：
00
～
、
15
：
30
～

※
時
間
予
約
制

■�

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■�

対
象

　

39
歳
以
下
の
市
内
在
住
者

■
相
談
料　

無
料

■�

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

ほ
う
ふ
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
０
８
３
５
‐
２
８
‐
３
８
０
８

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

新
春
囲
碁
大
会

■
日
時　

１
／
14�

（土）９
：
00
～
16
：
00

■
場
所　

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
視
聴
覚
室

■
参
加
料　

１
、
５
０
０
円

※
申
込
不
要
（
当
日
会
場
で
受
付
）

※
昼
食
あ
り
、
３
位
ま
で
入
賞

■
問
い
合
わ
せ　

人
丸
囲
碁
ク
ラ
ブ

℡
32
‐
１
２
３
８

至
誠
館
大
学
で

セ
ン
タ
ー
試
験
を
実
施

　

至
誠
館
大
学
で
１
月
14
日
（土）
、
15

日
（日）
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
会
場
へ
の
送
迎
は
全

面
禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、Ｊ
Ｒ（
臨

時
便
含
む
）
お
よ
び
臨
時
路
線
バ
ス

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
刻
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w
w
.shiseikan.ac.jp

）
で
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ

　

至
誠
館
大
学
学
務
課
入
試
係

　

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
４
０
１
２

海
技
免
許
更
新

■
日
時　

１
／
29�

（日）　

10
：
00
～

■�

場
所　

長
門
市
立
図
書
館

■�

持
参
物

①
海
技
免
許
証

②
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
）

③�

本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通
（
住

所
変
更
の
あ
る
人
の
み
）

④
費
用
（
小
型
免
許
）

・
更
新　
　
　
　
　

８
、�

５
０
０
円

・
失
効
再
交
付　

１
４
、�

４
０
０
円

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大

　

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
新
た

に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
た

場
合
は
、
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
12
月

末
ま
で
に
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇

用
し
、
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
も

継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合
も
、

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険

の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
門

℡
22
‐
８
６
０
９

・
山
口
企
業
研
究
コ
ー
ナ
ー
（
50
社

　

以
上
の
企
業
が
参
加
予
定
）

・
公
務
員
志
望
者
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
個
別
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
そ
の
他
、
企
業
講
演
会
、
地
元
で

　

自
分
ら
し
く
働
く
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

■
参
加
料　

無
料
（
入
退
場
自
由
）

■
無
料
送
迎
バ
ス

　

広
島
・
福
岡
・
山
口
か
ら
運
行

（
往
復
、
要
予
約
）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

母
子
保
健
家
族
計
画
事
業
功
労

母
子
保
健
推
進
員

  

町
永 

早
苗 

さ
ん

68
歳
（
油
谷
川
尻
東
）

母
子
保
健
家
族
計
画
事
業
功
労

母
子
保
健
推
進
員

  

小
西 

優
子 

さ
ん

66
歳
（
仙
崎
白
潟
２
区
）
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文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

山
口
県
特
定
︵
産
業
別
︶

最
低
賃
金
が
改
正

■
特
定
︵
産
業
別
︶
最
低
賃
金

区　分 １時間 効力発生

山口県最低賃金 753 円 平成28 年
10月１日

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

山口県鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄金属・同
合金圧延業、非鉄金属素形材製造業最低賃金 890 円

平成28 年
12月15日

山口県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金 815 円

山口県輸送用機械器具製造業最低賃金 858 円

山口県百貨店、総合スーパー最低賃金 779 円

■�

問
い
合
わ
せ

　

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
︲
６
０
０
１

第
17
回

万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演

●
と
き

　

２
／
５
（日）　

14
：
00
開
演

●
出
演

�

・
解
説　

石
田
幸
雄

�

・
狂
言
「
入
間
川
」
野
村
萬
斎
、

　

深
田
博
治
、
内
藤　

連

�

・
狂
言
「
鎌
腹
」
野
村
万
作
、

　

岡　

聡
史
、
飯
田　

豪

�

・
狂
言
「
六
地
蔵
」
石
田
幸
雄
、

　

高
野
和
憲
、
月
崎
晴
夫
、

　

岡　

聡
史
、
中
村
修
一

狂
言
教
室

●
と
き

　

２
／
５
（日）　

11
：
00
開
演

●
内
容

�

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

深
田
博
治
、
月
崎
晴
夫

�

・
狂
言
「
し
び
り
」

　

中
村
修
一
、
岡　

聡
史

●
参
加
料

　

一
般
500
円
、
小
中
高
生
無
料

※
本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
提
示
で
一
般

　

の
人
も
無
料

※
全
席
自
由
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

文
楽
講
座﹁
文
楽
へ
の
扉
﹂

●
と
き
・
会
場

�

・
１
／
29�

（日）　

13
：
00
開
演

山
陽
小
野
田
市
民
館
文
化
ホ
ー
ル

�

・
１
／
29�

（日）　

17
：
30
開
演

山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

●
内
容

①
文
楽
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・
人

　

形
）
の
解
説

②
文
楽
「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
よ
り

　
︽
火
の
見
櫓
の
段
︾

③
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
の
お
話

●
出
演

�

・
太
夫　

豊
竹
芳
穂
太
夫

�

・
三
味
線

　

豊
澤
龍
爾
、
鶴
澤
清
公

�

・
人
形

　

吉
田
勘
市
、
桐
竹
紋
臣
、

　

桐
竹
紋
吉
、
吉
田
簑
之

�

・
お
話　

葛
西
聖
司

※
い
ず
れ
も
参
加
無
料
（
事
前
に
申

　

し
込
み
が
必
要
で
す
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

※
開
催
館
・
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
主
催

石
井
ふ
く
子
名
作
劇
場

﹁
君
は��

ど
こ
に
い
る
の
﹂

●
と
き

�

・
３
／
２�

（木）　

12
：
30
開
演

�

・
３
／
３�

（金）　

12
：
30
開
演

●
出
演

　

一
路
真
輝
、
竹
下
景
子
、

　

西
郷
輝
彦
、
い
ま
む
ら
い
づ
み

●
長
門
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

演
劇
の
前
に
石
井
ふ
く
子
先
生
の

　

記
念
講
演
が
あ
り
ま
す

●
入
場
料

�

・
１
階
席　

６
、��

８
０
０
円

�

・
２
階
席　

６
、��

３
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

●
入
場
料

�

・
１
階
席　

５
、��

７
０
０
円

�

・
２
階
席　

５
、��

２
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

（
１
階
席
残
席
わ
ず
か
）

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
︲
０
０
５
１

油
谷
太
鼓
大
見
世

　

舞
太
鼓
あ
す
か
組
の
メ
ン
バ
ー
６

人
が
、
和
太
鼓
の
力
強
さ
に
日
本
舞

踊
の
持
つ
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
を
融
合

さ
せ
た
ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
の
美
を

再
認
識
さ
せ
る
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太

鼓
鼓
波
会
も
華
を
添
え
ま
す
。

●
と
き　

１
／
15�

（日）　

14
：
00
開
演

●
入
場
料

　

一
般　

３
、
０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

発
売
中

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
歌
謡
祭

２
０
１
７

●
と
き　

２
／
12�

（日）　

13
：
00
開
演

●
内
容

・
第
１
部
「
お
楽
し
み
ス
テ
ー
ジ
」

　

地
元
有
志
の
皆
さ
ん
が
出
演

・
第
２
部
「
夢
の
ス
テ
ー
ジ
」

　

演
歌
歌
手
の
谷
口
修
三
、柳
沼
光
、

藤
咲
ま
こ
、
藤
村
圭
に
よ
る
豪
華

な
ス
テ
ー
ジ

●
入
場
料

　

一
般　

２
、
０
０
０
円

▲狂言「入間川」

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
︲
２
５
０
０

展
覧
会

画
家
か
ら
の
贈
り
も
の
Ⅱ

ー
新
収
蔵
作
品
よ
り
ー

●
会
期　

開
催
中
～
１
／
16�

（月）

　

香
月
泰
男
は
、
明
治
44
年
に
三
隅

に
生
ま
れ
、
故
郷
を
愛
し
、
そ
の
地

で
創
作
活
動
を
続
け
た
画
家
で
す
。

　

香
月
の
作
品
は
、
死
後
も
遺
族
に

よ
り
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
２
月
に
２
、
３
０
０

点
を
超
え
る
絵
画
作
品
、
資
料
類
が

長
門
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
寄
贈
作
品
の
中
か
ら

香
月
が
晩
年
に
描
い
た
海
外
の
風
景

や
、
香
月
が
収
集
し
た
ル
オ
ー
、
ミ

ロ
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

開
館
時
間　

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

●�

入
館
料　

一
般　
　
　

500
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

タ
ヒ
チ
旅
行
の
土
産
の
貝
殻

●�

今
月
の
一
点　

展
示
作
品
の
中
か

ら
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

香
月
泰
男
は
晩
年
、
タ
ヒ
チ
や
ギ

リ
シ
ャ
、
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
、
海
外
を

頻
繁
に
訪
ね
ま
し
た
。
本
資
料
は
タ

ヒ
チ
旅
行
の
際
に
、
お
土
産
と
し
て

持
ち
帰
っ
た
貝
殻
で
す
。
タ
ヒ
チ
で

は
ヤ
シ
の
林
が
随
所
に
あ
り
、
そ
の

下
を
鶏
の
親
子
が
散
歩
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
田
舎

を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
を
香
月
は
気
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
貝
殻
に
は
水
彩

で
鶏
の
親
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
を
案
内
。

●
日
時　

１
／
29�

（日）　

11
：
00
～

※
事
前
申
込
不
要

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
入
館
で
き
ま
す

県
立
西
部
高
等
産
業
技
術

学
校
４
月
入
校
生
募
集

　

求
職
者
を
対
象
に
平
成
29
年
度
４

月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

募
集
中
～
１
／
27�

（金）

■
選
考
日　

２
／
10�

（金）

■
募
集
科
名
／
訓
練
期
間
／
定
員

・
自
動
車
整
備
科
／
２
年
／
20
人

・
木
造
建
築
科
／
１
年
／
20
人

・
電
気
工
事
・
設
備
科
／１

年
／
20
人

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科
／

１
年
／
20
人

・
空
調
・
設
備
施
工
科
／１

年
／
20
人

・
溶
接
技
術
科
／
１
年
／
10
人

■
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立
西
部
高

　

等
産
業
技
術
学
校

　

℡
０
８
３
‐
２
４
８
‐
３
５
０
５

全
国
の
年
金
事
務
所
で

年
金
相
談
予
約
受
付
中

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
予
約
受
付
を
実
施
中
で
す
。

■
受
付
時
間

　

８
：
30
～
16
：
00（
月
～
金
曜
日
）

■�

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは㈱ホープへ　℡ 092-716-1404

※
小
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

発
売
中


